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1．はじめに 

日本学術会議地域研究委員会は，「「地域の

知」の蓄積と活用に向けて」と題する提言のな

かで，地域の問題を解決するため，地域に生き

る人々がはぐくんできた情報，知識，知恵を含

む「地域の知」を収集し，それらを有効に活用

することが必要不可欠であると述べている[1]．

すなわち有益な地域情報を収集し，収集された

地域情報を，適切に必要とする人に提供する仕

組みを構築することが求められている． 

我々は，地域情報を発信する広告表示プリン

タシステム「Kadapos/カダポス（以下カダポス

とよぶ）」を開発し，2016 年 1 月から香川大学

幸町キャンパスにて運用を開始した．カダポス

は，学生が教育研究活動に用いるプリント用紙

の裏面に，地域情報（地域の商店街の情報や，

地域で開催されるイベント情報，地域のプロス

ポーツ団体などの情報）を学生の属性に応じて

印刷することで学生に発信するシステムである．

本論文では，カダポスにおける Google 認証を用

いた広告表示機構について述べるとともに，香

川大学における実運用について述べる． 

 

2．広告表示プリンタシステム「KadaPos/カダポ

ス」 

本章では，カダポスの概要と香川大学におけ

る実運用について述べる． 

 

2.1 カダポスにおける Google 認証を用いた広告

表示機構について 

図 1 は，カダポスの概要を示している．カダ

ポスは，プリンタ（カダポス端末），クラウド

（Amazon Web Services）上に構築したカダポス

サーバ，広告管理サーバおよびリコークラウド

から構成される．カダポスを利用する際は，カ

ダポスサイトにアクセスし，ログインをおこな

う．カダポスはログインに Google 認証を用いる

（図 1(1)，(2)，(3)，(4)，(5)）．ログイン後，

ユーザは印刷ファイル（広告なし）をインター

ネット経由でカダポスサーバにアップロードす

る（図 1(6)）．カダポスサーバ，広告管理サー

バは，クラウド上に構築しているため，学内有

線 LAN，学内無線 LAN に接続された端末（PC 教

室のコンピュータや個人所有の PC，スマートフ

ォン）だけでなく，学外からもインターネット

経由で，どこからでも印刷ファイル（広告な

し）をアップロードできる．カダポスサーバは，

アップロードされた印刷ファイル（広告なし）

とユーザ情報を広告管理サーバに送信する（図

1(7)）．広告管理サーバは，ユーザ属性に基づ

いて，奇数面に印刷ファイル（広告なし），偶

数面に地域情報を含んだ印刷ファイル（広告あ

り）を生成する（図 1(8)）．広告管理サーバは，

生成された印刷ファイル（広告あり）をカダポ

スサーバへ送信する．（図 1(9)）カダポスサー

バは，印刷ファイル（広告あり）をリコークラ

ウドへ送信する（図 1(10)）．ユーザは，学生証

を用いて印刷ファイル一覧を取得し，該当する

印刷ファイルを選択することで印刷ファイル

（広告あり）を印刷する（図 1(11)）． 

 

2.2 カダポスの香川大学における実運用 

カダポスは，2016 年 1 月 19 日から 2016 年 7 

月 28 日まで香川大学において 2 台のカダポス端

末が設置され，実際に運用された．図 2 は，カ

ダポスの月別印刷枚数，図 3 は，月別利用ユー

ザ数を示している．運用を開始した 2016 年 1 月

は学期末試験期間，2，3 月は多くの学生が長期

休暇中で，印刷枚数も登録ユーザ数もいずれも

少ない結果となった．4 月には新入生全員（約

1300 人）に，カダポスのサービスを告知した． 
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また，カダポス端末を設置しているキャンパス

の法学部や教育学部の新入生を対象とする授業

を担当する複数の教員に，カダポスに関する告

知を依頼した．これらの取り組みの結果，4 月

は大幅に利用ユーザ数が増えた．5 月以降は特

にユーザを増やす取り組みを実施しなかったが，

告知をしていない同学部の 2,3,4 年生のユーザ

登録も少しずつ増えた．また，まったく告知を

していない学部の学生にも口コミや実際に大学

でカダポス端末を目にする機会などを通じて利

用が広がっている実態がわかった． 

 

3．まとめ 

本論文では，広告表示プリンタシステム

「KadaPos/カダポス」における Google 認証を用

いた広告表示機構について述べるとともに，香

川大学における実運用について述べた．カダポ

スは，2016 年 12 月から香川大学幸町キャンパス

において再び運用されている．現在，実運用を

通じて得られたデータとアンケートから，本シ

ステムの有効性を確認している． 
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図 1 カダポスの概要 

図 3 ユーザ数推移 
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図 2 印刷枚数推移 
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